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旧
ソ
連
で
は
八
〇
年
代

後
半
に
経
済
危
機
が
深
刻

化
し
た
。
特
に
、
①
成
長

率
の
マ
イ
ナ
ス
転
化

（
八

九
年
末
か
ら
）
②
放
漫
財
政
、
企
業

へ
の

ソ
フ
ト
な
信
用
政
策

（補
助
金
の
増
大
、

債
務
の
帳
消
し
）、
利
潤
分
配

・
賃
金
決
定

面
で
の
企
業
に
対
す
る
統
制
緩
和
な
ど
に

よ
る
過
剰
流
動
性
の
進
展
③
石
油
価
格
の

下
落
な
ど
に
よ
る
対
外
債
務
の
急
増
―

の
三
点
が
問
題
と
な
っ
た
。

九

一
年
に
は
二
つ
の
点
で
新
た
な
局
面

が
生
じ
た
。
第

一
に
、　
一
月
に
工
業
卸
売

価
格
と
農
産
物
買
い
付
け
価
格
、
四
月
に

小
売
価
格
の
改
定
が
行
わ
れ
、
同
時
に
、

価
格
の
な
し
崩
し
的
自
由
化
が
進
み
始
め

た
。
こ
れ
ま
で
、
固
定
価
格
の
も
と
、
行

列
や
モ
ノ
不
足
と
い
う
形
で
隠
さ
れ
て
い

た
イ
ン
フ
レ
が
顕
在
化
し
始
め
、
九

一
年

の
価
格
水
準
は
、
前
年
の
ほ
ぼ
二
倍
に
な

っ
た
。

第
二
に
、
経
済
政
策
の
主
役
と
し
て
、

連
邦
に
代
わ

っ
て
共
和
国
が
登
場
し
て
き

た
。
九

一
年
の
予
算
編
成
を
み
る
と
、
共

和
国
が
事
実
上
、
ほ
ぼ
完
全
な
裁
量
権
を

得
る
に
至

っ
て
お
り
、
共
和
国
と
連
邦
と

の
逆
転
関
係
は
、
八
月
の
ク
ー
デ
タ
ー
失

敗
で
決
定
的
と
な
り
、　
一
二
月
の
連
邦
の

消
滅
で
最
終
的
に
確
定
し
て
い
た
の
で
あ

る
が
、
す
で
に

一
月
か
ら
始
ま

っ
て
い
た

と
い
え
る
。

こ
う
し
た
新
し
い
局
面
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
九

一
年
に
経
済
状
況
は
さ
ら
に
悪
化

し
た
。
主
要
経
済
指
標
の
減
少
幅
は
大
き

く
拡
大
し
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
連

邦
機
関
に
よ
る
生
産
財
配
分
制
度
の
機
能

不
全
、
共
和
国
間

・
地
域
間
取
引
の
マ

ヒ
、
輸
入
の
大
幅
削
減
な
ど
が
あ
る
。
輸

入
削
減
は
、
対
外
債
務
返
済
を
最
優
先
課

題
と
し
た
こ
と
の
結
果
で
あ
り
、
九

一
年

の
輸
入
は
前
年
比
四
四
％
、
特
に
旧
コ
メ

コ
ン
諸
国
か
ら
の
輸
入
は
、
六
二

・
五
％

減
少
し
た
。

過
剰
流
動
性
に
つ
い
て
も
改
善
は
み
ら

れ
な
か

っ
た
。
第

一
に
、
九

一
年
末
の
現

金
通
貨
量
は
二
六
三
四
億
れ
“
で
、
九
〇
年

末
比

一
。
九
倍
に
達
し
た
。
ま
た
年
間
の

現
金
通
貨
発
行
量
は

一
二
七
二
億
謝
、
前

年
の
四

・
八
倍
に
膨
れ
上
が

っ
た
。
こ
こ

で
イ
ン
フ
レ
が
初
め
て
顕
在
化
し
、
そ
れ

に
応
じ
て
過
剰
流
動
性
も
従
来
と
は
か
け

離
れ
た
値
を
示
す
よ
う
に
な

っ
た
。

第
二
に
、
九

一
年
に
も
国
民
の
現
金
収

入
が
現
金
支
出
を
上
回

っ
て
増
え
、
預
金

や
手
持
ち
現
金
が
著
増
し
た
。
特
に
、
預

金
の
増
加
が
著
し
い
が
、
こ
れ
に
は
四
月

の
小
売
価
格
改
定
に
伴

っ
て
実
施
さ
れ
た

預
金
に
対
す
る
補
償
措
置
が
影
響
し
て
お

り
、
預
金
補
償
総
額
は

一
六
二
〇
億
か
川
に

達
し
た
（た
だ
し
、
こ
の
う
ち
の
約
四
分
の
一

〈
五
〇
〇
計
以
下
の
小
日
預
金
に
対
す
る
補
償

額
〉
は
三
ヵ
月
間
、
残
り
は
三
年
間
凍
結
）。

第
二
に
、
国
内
債
務
が
九

一
年
末
に

一

兆
五
〇
〇
億
わ
月
に
達
し
た
。
そ
の
主
要
因

の

一
つ
で
あ
る
財
政
赤
字
は
、
全
体
で
二

〇
〇
〇
億
１
二
四
〇
〇
億
徘
、
連
邦
予
算

だ
け
で

一
五
〇
〇
億
九
川
に
達
し
た
と
発
表

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
共
和
国

を
中
心
に
行
わ
れ
た
巨
額
の
債
務
帳
消
し

（上
半
期
だ
け
で
六
〇
〇
億
計
を
超
え
た
）
と

既
述
の
預
金
補
償
が
国
内
債
務
増
大
に
寄

与
し
た
。
対
外
債
務
も
九

一
年
半
ば
の
時

点
で
六
五
〇
億
が
に
達
し
、
周
知
の
よ
う

に
、
そ
の
後
断
続
的
に
返
済
繰
り
延
べ
交

渉
が
行
わ
れ
る
と
い
う
事
態
に
至

っ
て
い

る
。

緩

い
財
政

の
蛇

口

九
二
年
に
は
、
連
邦
の
消
滅
に
よ
り
経

済
政
策
の
責
任
が
共
和
国
に
あ
る
と
い
う

点
が
明
確
化
し
、
ま
た
、
す
べ
て
の
共
和

国
で
い
よ
い
よ
価
格
の

「
自
由
化
」
が
行

わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
き
た
が
、

九

一
年
以
降
の
ロ
シ
ア
共
和
国
の
政
策
な

ど
を
み
る
限
り
、
財
政
の

「
蛇

口
の
緩

さ
」
は
変
わ

っ
て
お
ら
ず
、
九
二
年
に
も

過
剰
流
動
性
の
問
題
が
依
然
と
し
て
あ
ら

ゆ
る
経
済
問
題
の
ネ

ッ
ク
で
あ
り
続
け
る

と
思
わ
れ
る
。

（北
海
道
大
学
助
教
授

田
畑
　
伸

一
郎
）

過
剰
流
動
性
が
す
べ
て
の
ネ
ッ
ク
に

Ｃ

Ｉ

Ｓ

（独
立
国
家
共
同
体
）
経

済
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12-1図  1日 ソ連の主要経済指標増加率 12-3図  国民の貯蓄の年間増加額
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12-2図  1日 ソ連の輸出入名目増加率 (対前年比 )
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